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測定環境の創造

取扱店

仕　 様

エア－タンク底部

Ｍ型各部名称

本体枠

搭載盤

給排気弁

高剛性インシュレ－タ

高剛性インシュレ－タ
エア－タンク底部

レギュレ－タ

レギュレ－タ
本体枠

搭載盤

Ａ型各部名称

※　Ａ型には別途空気源が必要です。　エア－コンプレッサ－・窒素ガスボンベ・工場エア－各空気源ともに　　　　
　　 圧力は０．２～最大０．３ＭＰａが必要です。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　 当社では、サイレントエア－コンプレッサ－の販売をしています。防振台ご下命時に合わせてご用命ください。
※ 本カタログの記載内容は性能・機能向上にともない、予告なく変更いたしますのでご了承ください。

搭載盤（ご指定）　　　　 Ａ．ロンリュウム貼り　Ｂ．普通鋼板黒色塗装仕上　Ｃ．着磁性ステンレス鋼板　
　　　　　　　　　　　　 　　　　　Ｄ. タップ加工Ｍ６－５０ｍｍＸＹ 　 E．タップ加工Ｍ６－２５ｍｍＸＹ

形 式 ４０４８Ｍ ５５４８Ｍ ６０５０Ｍ　 ８０６０Ｍ

形 式　 ４０４８Ｍ ５５４８Ｍ ６０５０Ｍ ８０６０Ｍ

防振方式　 　　　　　　　　　 　 　　　 ＨＥＲＺ精密空気ばね　

　　　
固有振動数（水平） 　　 　 　 １．０～２．０Ｈｚ　※ ３Ｄタイプのみ　
Ｍ型エア－供給方式 　　　　　　　 手動式エア－ポンプ
Ｍ型水平維持方式　 　　　 　 エア－給排気弁３ヶの手動調整

Ａ型エア－供給方式 　 　 エア－コンプレッサ－・工場エア－等
Ａ型水平維持方式　 　 メカニカルオ－トレベルセンサ－３ケによる自動調整　　

搭載盤（ご指定）　　　　　　　　 　　　ハイダンピング処理　ａ．有り　※ ３Ｄは標準　　ｂ．無し　
本体枠（ご指定）　　　　　 　　　ハイダンピング処理　ａ．有り　※ ３Ｄは標準　　ｂ．無し　
搭載可能重量　　 　　　　　　　 ３０ｋｇ　 　 　 　 ３０ｋｇ 　 　 ７０ｋｇ 　 　　　 ６０ｋｇ
本体脚部　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゴム製　高剛性インシュレ－タ　※ ３Ｄタイプのみ

Ｍ型付属品　　　　　　 　 ハンドポンプ １本　給排気弁締め付けドライバー １本　取扱説明書 １部
Ａ型付属品　　　　　　　　　 　 空気源接続エア－チュ－ブ３ｍ １本 取扱説明書 １部

固有振動数（垂直）　　 　　　 　　 １．５～３．０Ｈｚ

はＡ型のオ－トレベリング型です。

形 式 ４０４８Ａ ５５４８Ａ ６０５０Ａ　 ８０６０Ａ

形 式　 ４０４８Ａ ５５４８Ａ ６０５０Ａ ８０６０Ａ
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ＤＴ卓上型空気ばね式防振台　Ａ型外形寸法表

・

ＤＴ卓上型空気ばね式防振台　Ｍ型外形寸法表
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※　青色の数字は３Ｄタイプの高さを表わしています。

４０４８Ａ ５５４８Ａ ６０５０Ａ ８０６０Ａ
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｆ
Ｇ
Ｇ
Ｈ
Ｉ　
Ｊ
Ｋ

400          550            600          800
480          480            500          600

510          510            540          640
406     　 556            608          808
39            39          　 63            63

48           48              73            73

144          144            168          168
484          484            504          604
15            15              25           25
482          632            692          892

62            62　　 87            89

46.5　　　 46.5         　71.5         75.5

※　青字のＦとＧは３Ｄタイプの　　
　　 高さを表わしています。

ＤＴ
卓上型空気ばね式防振台

３Ｄ/ＤＴ
高性能卓上型三次元空気ばね式防振台



ＤＴ型卓上型空気ばね式防振台　

３Ｄ／ＤＴ－Ａ型卓上型空気ばね式防振台　　　　　

　 ヘルツ・３Ｄ/ＤＴ型卓上型空気ばね式防振台は、２０数年におよぶ技術蓄積を基にしてナノテクノロジ－対応
型として開発いたしました。ナノテクノロジ－時代の測定環境はさらに進化した防振技術はもとより制振技術も求
められています。ヘルツは従来型のＤＴ型卓上型空気ばね式防振台に加えて、垂直方向の精密空気ばねと融
合する水平方向３６０度自由防振機構を設けた３Ｄ／ＤＴ型を開発しました。さらに空気ばね式防振台本体を支
えるインシュレ－タ（脚部）にいたるまでモ－ダル解析や機器搭載盤のコンプライアンステストを行うなど、ナノテク
ノロジ－時代に相応しい、もっとも信頼の高い卓上型空気ばね式防振台を提供いたします。

３Ｄ／ＤＴ－４０４８ＡｰA 　　

　３Ｄ／ＤＴ－Ａ型およびＤＴ－Ａ型は、外部空気源（エア－コンプ
レッサ・窒素ガスボンベ・工場エア－）からエア－の供給を受けま
す。搭載機器の重量に合わせてレギュレ－タで最適な圧力調整を
行います。エア－の供給を受けて、メカニカルオ－トレベルセンサ
（３ケ）の働きで、機器を搭載した搭載盤の水平を維持します。３Ｄ
／ＤＴ－Ａ型は水平３６０度方向の防振機構に加え、機器搭載盤や
本体枠のハイダンピング処理も標準仕様になっています。ナノテク
時代の最適な卓上型空気ばね式防振台として本体を支える脚部
は高剛性インシュレ－タを採用しています。

ナノテクノロジ－時代の・・・・

First  mode 
FREQ=2304Hz

Second  mode 
FREQ=2416Hz

Third  mode 
FREQ=3871Hz

Fourth  mode 
FREQ=14011Hz

First  mode　
FREQ=4481Hz

１次モ－ド＝左右方向の揺れ
　

Second  mode　
FREQ=4655Hz

２次モ－ド＝前後方向の揺れ

Third  mode　
FREQ=6712Hz

３次モ－ド＝中心から外側に
向けた膨らみと収縮

Fourth  mode　
FREQ=22200Hz

４次モ－ド＝縦軸方向の
伸びと収縮

Fifth  mode　
FREQ=24236Hz

５次モ－ド＝前後方向のねじれ

Sixth  mode　
FREQ=24283Hz

６次モ－ド＝左右方向のねじれ

１次モ－ド＝左右方向
の揺れ　

２次モ－ド＝前後方向
の揺れ

３次モ－ド＝中心から外
側に向けた膨らみと収縮

４次モ－ド＝縦軸方向
の伸びと収縮

Fifth  mode 
FREQ=15166Hz
５次モ－ド＝前後方向の
ねじれ

Sixth  mode 
FREQ=15385Hz
６次モ－ド＝左右方向
のねじれ

３Ｄ／ＤＴ- ６０５０・８０６０用インシュレ－タのモ－ダル解析

３Ｄ／ ＤＴ用インシュレ－タのモ－ダル解析（使用ツ－ル：ＡＮＳＹＳ　Ｗｏｒｋｂｅｎｃｈ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓ　７.０ ）　

ｎａｎｏ ３Ｄ／ＤＴ- ４０４８・５５４８用インシュレ－タのモ－ダル解析

ハンマで打撃した時のゴム脚と金属脚のコンプ
ライアンス曲線
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インパルスハンマで打撃したときの従来脚と３Ｄ／ＤＴ用イン
シュレ－タとＤＴ用脚を比較したコンプライアンス曲線

ＤＴ用脚の固有振動数 ： ３９．７５Ｈｚ　　　
３Ｄ／ＤＴ用脚の固有振動数 ： ２２５６Ｈｚ　　　
※　各脚はＤＴ－６０５０Ｍに装着して測定

ＤＴの脚
３Ｄ／ＤＴ用
インシュレ－タ

３Ｄ／ ＤＴ脚部のコンプライアンス測定例

０．１　　　　　　１　　　　　　 １０　　　　　１００　　　　　
　　　　　　 周波数［Ｈｚ］　　

ナノテクノロジ－など科学技術のたゆまない進歩にともない防振の技術開発も向上してきました。しかし、最近では防振と同程度に制振に
ついても効果が求められるようになりました。「ハイダンピング超高性能三次元空気ばね式防振台」の関連制振技術を３Ｄ／ＤＴ卓上型空
気ばね式防振台に利用し、ヘルツは時代の要請に応えています。

３Ｄ／ＤＴ型搭載盤の制振処理

０．１　　　　　　 １　　　　　　　１０　　　　　１００　　　　
　　　　　　　　　　　周波数［Ｈｚ］　　

　　　　ＤＴ－６０５０Ｍ－A　　 ３Ｄ／ＤＴ－６０５０Ｍ－E　搭載盤面タップ付

ＤＴ－Ｍ型は、標準付属品のハンドエア－ポンプを用いて、搭載盤に機器を搭載したのちに、３ケの給排気弁を用いてエア－を入れて簡単

に搭載盤を最適な高さまで浮上させることができます。搭載盤の水平出しは、機器を搭載したのちに ３ケの給排気弁を利用してエア－の給排

気を行います。外部空気源を必要としないために簡便に最良の防振環境を得ることができます。 ３Ｄ／ＤＴ－Ｍ型は、機器を載せる搭載盤
や本体枠のハイダンピング処理も標準仕様になっており、ナノテク時代の最適な卓上型空気ばね式防振台です。

３Ｄ／ＤＴ－Ｍ型卓上型空気ばね式防振台

ＤＴ－Ｍ型卓上型空気ばね式防振台

写真ご提供：キヤノンマ－ケティングジャパン株式会社殿
ＰＴＩを搭載した　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
３Ｄ／ＤＴ－５５４８Ａ卓上型空気ばね式防振台

測定環境の創造

１０　　　　　　　　　１００　　　　　　１０００　　　　　　　
　　　　　　 周波数［Ｈｚ］

インパルスハンマ－を用い
たコンプライアンステスト

2次　180Hz

-0.01

0.01

1次　125Hz

-0.02

0.02

3次　247Hz

-0.005

0.005

4次　276Hz

-0.01

0.01

5次　326Hz

-0.005

0.005

6次　406Hz

-0.002

0.002

　　　　　　　　４０６Ｈｚ
０．０００１９ｍｍ/Ｎ　

　　　　　　　　３２６Ｈｚ　　　
０．０００５５ｍｍ/Ｎ

　　　　　　　　２７６Ｈｚ　　
０．００１４２ｍｍ/Ｎ
４次モ－ド ５次モ－ド ６次モ－ド

　　　　　　　　１２５Ｈｚ 　　
０．００５０４ｍｍ/Ｎ

　　　　　　　　１８０Ｈｚ
０．００１１０ｍｍ/Ｎ

　　　　　　　　２４７Ｈｚ
０．０００６８ｍｍ/Ｎ

１

０.１

０.０１

０.００１

０.０００１

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
［
ｍ
ｍ

/Ｎ
］

０.０００００１

０.００００１

１次モ－ド ２次モ－ド ３次モ－ド

３Ｄ／ＤＴ型搭載盤のコンプライアンス測定　

は、水平方向防振機構なしは、水平方向防振機構付き

３Ｄ／ＤＴ－５５４８Ｍ ＆ ＤＴ－５５４８Ｍ　 振動伝達率

３Ｄ／ＤＴ－６０５０Ｍ ＆ＤＴ－６０５０Ｍ　振動伝達率

Y方向

-80

-60

-40

-20

0

20

0.1 1 10 100

周波数　[Hz]

伝
達
率
　
[d
B
]

Ｙ方向

０．１　　　　　　　１　　　　　　　１０　　　　　１００　　　　
　　　　　　　 　　 　周波数［Ｈｚ］　

２０　

０

－２０

　－４０　　　

－６０

－８０

振
動
伝
達
率
［
ｄ
Ｂ
］

Z方向

-80

-60

-40

-20

0

20

0.1 1 10 100

周波数　[Hz]

伝
達
率
　
[d
B
]

Ｚ方向
２０　
０

－２０　

　－４０　　　

－６０　

－8０

振
動
伝
達
率
［
ｄ
Ｂ
］

X方向

-80

-60

-40

-20

0

20

0.1 1 10 100

周波数　[Hz]

伝
達
率
　
[d
B
]

ｘ方向

周波数［Ｈｚ］

２０

０

－２０

　－４０　

－６０

－8０
０．１　　　　　１　　　　　　　 １０　　　　 １００

振
動
伝
達
率
［
ｄ
Ｂ
］

Y方向

-80

-60

-40

-20

0

20

0.1 1 10 100

周波数　[Hz]

伝
達
率
　
[d
B
]

Ｙ方向
２０

０

－２０

　－４０　

－６０

振
動
伝
達
率
［
ｄ
Ｂ
］

－8０
０．１　　　　 １　　　　　　　１０　　　　　１００　　　　　　
　　　 周波数［Ｈｚ］　

Z方向

-80

-60

-40

-20

0

20

0.1 1 10 100

Ｚ方向
２０

０

－２０

　－４０　

－６０

－8０

振
動
伝
達
率
［
ｄ
Ｂ
］

は、水平方向防振機構なしは、水平方向防振機構付き 搭載荷重＝３４ｋｇ均等負荷

搭載荷重＝３４ｋｇ均等負荷

ＤＴ－Ｍ型卓上型空気ばね式防振台
防振性能

３ Ｄ／ＤＴ－Ｍ型卓上型空気ばね式防振台

０．１　　　　　　 １　　　　　　１０　　　　　１００　　
　　　　　　　　　周波数［Ｈｚ］　　

０．１　　　　　　 １　　　　　 　１０　　　　　１００
　　　　　　　　　　周波数［Ｈｚ］　　

防振の方向性

Ｚ

Ｙ

ＸＺ

Ｙ

Ｘ

１Ｄ方式 ３Ｄ方式

卓上型空気ばね式防振台［３Ｄ／
ＤＴ］は、３次元方向に対応する防
振機能を備えています。水平方向
の固有振動数は１．０～２.０Ｈｚとシ
ンプルな形状である構造体としては
画期的な防振性能を持っています。
建物内の一般的な床振動は数Ｈｚ
～５０Ｈｚ程度の振動が多く、これら
の周波数領域に対して十分な防振
効果を得ることができます。　

６０５０Ｍ搭載盤のコンプライアンス曲線

３Ｄ／ＤＴ使用前
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ＤＴ－Ａ型卓上型空気ばね式防振台　

３Ｄ／ＤＴ使用後


